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じゃんけんは，複数人でグー，チョキ，パーの 3種類の手のいずれかを同時に出し

て勝敗を決めるゲームである．グーを出した人はチョキを出した人に勝ちパーを出し

た人に負け，チョキを出した人はパーを出した人に勝ちグーを出した人に負け，パー

を出した人はグーを出した人に勝ちチョキを出した人に負ける．出された手が 2種類

のときは勝敗が決まる．全員の手がすべて同じか，または種類の手がすべて出ると，

勝敗が決まらず，これをあいこという．

以下では，各人が，グーを出す確率，チョキを出す確率，パーを出す確率はどれも
1
3
であるとする．

二人もしくは三人で次のルール 1に従ってじゃんけんを行う．

ルール 1� �
• じゃんけんを，最大で 3回行う．ただし，あいこも 1回と数える．

• 勝者が一人になった時点でじゃんけんは終わり，その一人を優勝者と呼ぶ．
• ある回で負けていない人は，次の回のじゃんけんに参加する．
• ある回で負けた人は，次の回以降のじゃんけんには参加しない．� �

(1) 二人でルール 1に従ってじゃんけんを行う場合を考える．

( i ) 1回目であいこになる確率は
ア

イ
である．したがって，1回目で優勝者が

決まる確率は 1−
ア

イ
である．

(ii) 2回目で優勝者が決まる確率は
ウ

エ
である．

(iii) 3回目で優勝者が決まる確率は
オ

カキ
である．

(2) 三人でルール 1に従ってじゃんけんを行う場合を考える．また，人数の推移を次

のように表すものとする．

人数の推移� �
• 1回目で優勝者が決まる場合を，3 → 1と表す．

• 2回目のじゃんけんを行う人数がm人で，かつ 2回目で優勝者が決まる場

合を，3 → m → 1と表す．

• 2回目，3回目において，じゃんけんを行う人数がそれぞれm人，n人で，

かつ 3回目で優勝者が決まる場合を，3 → m → n → 1と表す．� �
( i ) 1回目で優勝者が決まる，つまり人数の推移が 3 → 1 となる確率は

ク

ケ

である．
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(ii) 2回目で優勝者が決まる場合，起こり得る人数の推移は 3 → 3 → 1と 3 → 2 → 1

である．

• 人数の推移が 3 → 3 → 1となるのは，1回目であいこになり，かつ 2回目で

優勝者が決まる場合である．1回目であいこになる確率は
コ

サ
である．

したがって，人数の推移が 3 → 3 → 1となる確率は
コ

サ
×

ク

ケ
で

ある．

• 人数の推移が 3 → 2 → 1となる確率は
シ

ス
である．

以上から，2回目で優勝者が決まる確率はこれらを足し合わせて求められる．

(iii) 3回目で優勝者が決まる確率は
セ

ソタ
である．

(3) 三人でルール 1に従ってじゃんけんを行う場合と，三人で次のルール 2に従って

じゃんけんを行う場合に，優勝者が決まる確率がどれくらい異なるのかについて考

えよう．

ルール２� �
• じゃんけんを，最大で 3回行う．ただし，あいこも 1回と数える．

• 勝者が一人になった時点でじゃんけんは終わり，その一人を優勝者と呼ぶ．
• ある回で負けていない人は，次の回のじゃんけんに参加する．
• 1回目で負けた人は，2回目には参加しない．また，2回目で優勝者が決まっ

ていない場合，1回目で負けた人は，3回目に参加する．

• 2回目で負けた人は，3回目には参加しない．� �
( i ) 三人でルール 2に従ってじゃんけんを行う場合を考える．3回目で優勝者が決

まる場合，2回目，3回目において，じゃんけんを行う人数をそれぞれm人，n

人とする．このとき，起こり得る m, nの組 (m, n) として，次の 0～ 9 のう

ち，正しいものは チ である．

チ の解答群

0 (2, 2)と (2, 3)だけ 1 (2, 2)と (3, 2)だけ

2 (2, 2)と (3, 3)だけ 3 (2, 3)と (3, 2)だけ

4 (2, 3)と (3, 3)だけ 5 (3, 2)と (3, 3)だけ

6 (2, 2)と (2, 3)と (3, 2)だけ 7 (2, 2)と (2, 3)と (3, 3)だけ

8 (2, 2)と (3, 2)と (3, 3)だけ 9 (2, 3)と (3, 2)と (3, 3)だけ
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(ii) ルール 1 の方がルール 2 に比べて，優勝者が決まる確率は
ツ

テト
だけ

ナ ．

ナ の解答群

0 大きい 1 小さい

(25 共通テスト 本試験 旧 IA 3)

【答】

ア

1

イ

3

ウ

2

エ

9

オ

2

カキ

27

ク

1

ケ

3

コ

1

サ

3

シ

2

ス

9

セ

5

ソタ

27

チ

9

ツ

1

テト

27

ナ

0

【解答】

(1) ( i ) 二人のじゃんけんであいこになるのは，二人が同じ手を出すときであり，その確率は

3C1

32
= 1

3
……（答）

である．したがって，1回目で優勝者が決まる確率は 1− 1
3

= 2
3
である．

これにより，人数の推移が

2 → 2となる確率が 1
3
,

2 → 1となる確率が 2
3

であることがわかった．
(ii) 2回目で優勝者が決まるのは，人数の推移が 2 → 2 → 1となるときであるから，この確
率は

1
3

× 2
3

= 2
9

……（答）

である．
(iii) 3回目で優勝者が決まるのは，人数の推移が 2 → 2 → 2 → 1となるときであるから，こ
の確率は

1
3

× 1
3

× 2
3

= 2
27

……（答）

である．
(2) ( i ) 人数の推移が 3 → 1となる確率は，三人のうちの「だれが」，「どの手」で勝つかと考
えると

3C1 · 3C1

33
= 1

3
……（答）

である．
(ii) 2回目で優勝者が決まるのは，人数の推移が

3 → 3 → 1，
3 → 2 → 1
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のいずれかであり，これらは排反である．

• 3 → 3 → 1のときについて
まず，三人のじゃんけんであいこになる，すなわち 3 → 3となる確率を求める．
3 → 2となる確率も三人のうちの「だれが」，「どの手」で負けるかと考えると

3C1 · 3C1

33
= 1

3

であるから，勝者が決まる確率は

1
3

+ 1
3

= 2
3

である．

◦ 勝者が決まるのは出た手が 2種類の場合である．出た手が 2種類となるのは「2
種類の手」を決めて，三人がそれぞれどちらの手を出すかを決める．三人がすべ

て同じ手になるときを 2通りを除くから，その確率は 3C2 × (23 − 2)

33
= 2

3
と

なる．

したがって，3 → 3となる確率は

1− 2
3

= 1
3

である．
3 → 3となる確率を直接求めるなら，あいこになるのは，全員の手がすべて同じか，

3種類の手がすべて出るときであるから

3C1 + 3 · 2 · 1
33

= 3 + 6
33

= 1
3

となる．
したがって，1回目であいこになる確率は

1
3

……（答）

であり，人数の推移が 3 → 3 → 1となる確率は 1
3

× 1
3

= 1
9
である．

• 3 → 2 → 1のときについて
上の考察により，人数の推移が

3 → 3となる確率が 1
3
,

3 → 2となる確率が 1
3
,

3 → 1となる確率が 1
3

であることがわかった．
よって，3 → 2 → 1となる確率は

1
3

× 2
3

= 2
9

……（答）

である．

以上から，2回目で優勝者が決まる確率はこれらを足し合わせることにより 1
9
+ 2

9
= 1

3
として求められる．

(iii) 3回目で優勝者が決まるときの人数の推移は

3 → 3 → 3 → 1，
3 → 3 → 2 → 1，
3 → 2 → 2 → 1
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のいずれかである．これらは排反であるから，3回目で優勝者が決まる確率は(
1
3

)2

× 1
3

+ 1
3

× 1
3

× 2
3

+ 1
3

× 1
3

× 2
3

= 1 + 2 + 2
27

= 5
27

……（答）

である．
(3) ( i ) 「1回目で負けた人は，2回目には参加しない．また，2回目で優勝者が決まっていな
い場合，1回目で負けた人は，3回目に参加する．」というルールに注意すると，3回目で
優勝者が決まるときの 2回目，3回目のじゃんけんを行う人数の組 (m, n)は

3 → 3 → 3 → 1のとき, (m, n) = (3, 3)

3 → 3 → 2 → 1のとき, (m, n) = (3, 2)

3 → 2 → 2 → 1のとき, (m, n) = (2, 3)

となるから，組 (m, n)は

(2, 3)と (3, 2)と (3, 3)だけ チは 9 ……（答）

である．
(ii) ルール 1に従ってじゃんけんを行う場合とルール 2に従ってじゃんけんを行う場合の 1

回目，2回目に優勝者が決まる確率は同じであるから，3回目に優勝者が決まるそれぞれ
の確率を比較する．
3回目で優勝者が決まるときの人数の推移と組 (m, n)は
ルール 1に従うとき

3 → 3 → 3 → 1のとき， (m, n)= (3, 3)

3 → 3 → 2 → 1のとき， (m, n) = (3, 2)

3 → 2 → 2 → 1のとき， (m, n) = (2, 2) このときの確率は 1
3

× 1
3

× 2
3

ルール 2に従うとき

3 → 3 → 3 → 1のとき， (m, n)= (3, 3)

3 → 3 → 2 → 1のとき， (m, n) = (3, 2)

3 → 2 → 2 →
+1

1のとき， (m, n) = (2, 3) このときの確率は 1
3

× 1
3

× 1
3

となる．したがって，ルール 1の方がルール 2に比べて，優勝者が決まる確率は

1
3

× 1
3

× 2
3

− 1
3

× 1
3

× 1
3

= 1
27

……（答）

だけ大きい． チは 0 ……（答）


